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１． はじめに 

筆者らは，農林水産省の委託プロジェクト研究

「地域活性化のためのバイオマス利用技術の開発

（バイオマス利用モデルの構築・実証・評価）」

（2007～2011年度）を推進している1)。本稿では，

研究成果をいかに地方公共団体等による事業へ役

立てるかについて論じる。 
２．研究概要 

バイオマスを持続的に利活用していくためには，

その生産・収集・変換・利用の各段階を有機的に

つなげ，地域活性化に貢献し，地域全体として経

済性がある循環型システム

を構築することが重要であ

る。本プロジェクトでは，

地域に賦存するバイオマス

の特徴に応じ，バイオマス

をエネルギー（エタノール，

バイオディーゼル燃料，メ

タンガス等）やマテリアル

として利活用する技術を適

切に組み合わせたバイオマ

ス利用モデルの構築・実証

を全国６つの地域を対象に

実施する。また，それぞれ

の地域モデルを想定した環

境影響評価手法を開発する。 

 このために，次に示す２

つの中課題を設定し，それ

ぞれ研究開発目標を定めて研究を推進している。 

(1)バイオマスの地域特性に応じて，バイオマスの

エネルギー変換とマテリアル変換とを効率的に組

み合わせたモデルの構築・実証・評価（中課題１） 

バイオマスの発生（生産），収集，変換，貯蔵，

再生資源の搬送及び利用，廃棄の各プロセスを全

て合わせた対象地域のバイオマス利活用システム

について，バイオマスのエネルギー変換とマテリ

アル変換を効率的に組み合わせることにより，ラ

イフサイクルでのコスト及び化石エネルギー消費

量が20％以上削減できるモデルを作成する。 
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地域活性化に資するよう、地域に賦存するバイオマスの特徴に応じ、バイオマスをエネルギー（エタノール、バイオディーゼル燃料、

メタンガス等）やマテリアルとして利活用する技術を適切に組み合わせたバイオマス利用モデルの構築・実証を全国６つの地域を対象
に実施する。また、それぞれの地域モデルを想定した環境影響評価手法を開発する。

中課題１「バイオマスのエネルギー変換とマテリアル変換とを効率的に組み合わせた
モデルの構築・実証・評価」

中課題２「バイオマスの地域循環
利用を持続的に進めるための環
境影響評価手法の開発」

〔チーム環境影響評価〕

①ＬＣＡ手法を活用して、バイオ
マスの生産（発生）、輸送、貯蔵、
変換、廃棄物処理等の過程で、
大気、土壌、水系に排出される
環境負荷物質のインベントリー
を作成する。

②バイオマス利活用に伴う土壌
肥沃度等の持続性、エネルギー
収支、地域活性化への経済的
な貢献度等の評価手法を開発
する。

目標：LCC，LC化石エネルギー使用量を20％削減できるシナリオの提示 目標：環境影響評価の手法開発

〔チーム南九州〕

対象地域：南九州畑作畜産地域

主担当：九州沖縄農研

キーワード： カンショ，バイオエタノール
生産，機能性成分抽出，
資源循環

〔チーム岐阜〕

対象地域：岐阜中山間地域

主担当：森林総研

キーワード： 木質バイオマス，林地
残材，小型ガス化，熱供給，工業
原料供給

〔チーム南西諸島〕

対象地域：南西諸島

主担当：農工研，九州沖縄農研

キーワード： バイオ燃料，サトウキビ，
エタノール廃液利用，地下水質
保全

〔チーム関東〕

対象地域：関東都市近郊農業地域

主担当：農工研，中央農研

キーワード： バイオ燃料(メタンガス，BDF，
バイオエタノール)，資源作物，
需要対応型バイオマスリファ
イナアリー，資源循環

〔チーム東北〕

対象地域：東北大規模水田地域

主担当：東北農研

キーワード： 稲残渣，ＢＤＦ生産，米ぬ
か機能性成分抽出，カス
ケード利用

〔チーム十勝〕

対象地域：北海道大規模畑作地域

主担当：北農研

キーワード： 規格外小麦・テンサイ・
バレイショ，バイオエタノール生
産，高付加価値物質抽出

主担当：中央農研，農環研，畜草研，

農工研

図１ プロジェクト研究の概要 
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(2)バイオマスの地域循環利用を持続的に進める

ための環境影響評価手法の開発（中課題２） 

ライフサイクルアセスメント（LCA）の手法を活

用し，バイオマス利活用に伴う環境への負荷，土

壌肥沃度の持続性，エネルギー収支，経済性など

を総合的に評価する手法を開発する。 

中課題１は，チーム十勝，東北，関東，岐阜，

南九州，南西諸島の６チームが担当し，中課題２

はチーム環境影響評価が担当する。概要は図１に

示すとおりである。2009 年度からは，バイオマス

タウン設計・支援ツール2)を用いた診断とLCA研究

の拡充を行う予定である。 

３．成果トピックス 

 2007～2008 年度に得られた代表的な研究成果

は次のとおりである。 

(1) バイオエタノール原料としてのテンサイ及び

バレイショについて，新たな技術導入によりエタ

ノール生産に必要な栽培・輸送工程での消費エネ

ルギーを20％以上削減できることを示した（チー

ム十勝）。 

(2)米ぬか油からトコトリエノールとバイオディ

ーゼル燃料を同時生産できた（チーム東北）。 

(3)山田バイオマスプラントを長期連続運転して

いる。可搬型バイオディーゼル燃料装置を試作し

実証に着手した（チーム関東）。 

(4)高山市を想定した木質バイオマス利用モデル

を概定した。（チーム岐阜）。 

(5)畜産とエタノール用カンショ生産を組み合わ

せた地域活性化シナリオを作成した（チーム南九

州）。 

(6)地下水集水域におけるバイオマス利活用によ

る硝酸態窒素溶脱量を，GIS と窒素・炭素動態モ

デルを組み合わせて推定できる。バイオエタノー

ル蒸留残渣液は作物生育に悪影響を及ぼさない。

環境への影響確認が必要である（チーム南西諸島）。 

(7)地域バイオマス利用モデルを LCA 的に評価す

る枠組みを作成した（チーム環境影響評価）。 

４．研究成果の活用方策 
 研究成果を地方公共団体等が実施する事業に役

立てるために，研究者・技術者として何ができる

か，何をするべきかについて考察する。誰に，ど

こで，どのように伝えるかがポイントになる。方

策は次のように列挙される。 

・ バイオマス利活用の意義と位置づけをていね

いに説明（マチの人生ゲーム風に）する。 

・ 部局間連携と司令塔の重要性を理解頂く。 

・ 行政部局の担当者に極度の負担感と個人的責

任感を与えない。 

・ 具体的例示を行う。ただし，黒衣に徹する。 

・ 実証プラント及びフィールドで展示する。 

・ シンポジウムやワークショップを開催する。 

・ 説明・相談は相手に応じ研究担当者内で役割

分担する。 

・ 失敗を含めた経験（ノウハウ）を紹介する。 

・ 副次的効果を含む地域への貢献を明示する。 

・ 想定されるリスクとその回避法を説明する。 

・ 事業実施のタイミングや準備すべき事項，な

すべき予備試験，技術開発の動向，想定され

るPCMを説明する。 

・ 組織（人），技術，制度それぞれの専門家が協

力して総合的にバックアップする。 

・ 実務に近い関連団体やNPOと連携・協働する。 
・ 自らの居住地または出身地も舞台とする。 

・ 明るく楽しく世論形成を行う。 

５．おわりに 
本プロジェクトは，５年計画の２年目にあたっ

た 2008 年度末に中間評価を受けた。2009 年度か

らは，新たな体制と内容でプロジェクトが進行す

る。地域活性化のためのバイオマス利活用の技術

開発を，地方公共団体等によるバイオマスタウン

構想策定や事業への直接的な貢献を目指して進め

ていきたい。 
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